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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像した内視鏡画像を出力する内視鏡システムと前記内視鏡システムに接続された画像
記録装置とを備えた医療用画像記録システムであって、
　前記画像記録装置は、
　前記内視鏡システム及び前記画像記録装置の装置間でのシステムエラーまたは装置の動
作状態について、詳細表示及び前記システムエラーに関する対処法表示を選択的に設定登
録することを可能とする設定登録手段と、
　前記設定登録手段により設定された情報に基づいて、メッセージを生成するメッセージ
生成手段と、
　前記内視鏡システムから入力される前記内視鏡画像と前記メッセージ生成手段によって
生成されたメッセージとを合成する合成手段と、を備え、
　前記医療用画像記録システムは、さらに、前記合成手段により合成されたデータを表示
する表示手段
　を備えることを特徴とする医療用画像記録システム。
【請求項２】
　前記メッセージ生成手段は、前記設定登録手段により前記詳細表示の設定がされた場合
、前記システムエラーまたは前記装置の動作状態に関する第1のメッセージと、該第1のメ
ッセージよりも詳細な内容を示す第２のメッセージとを生成する
　ことを特徴とする請求項１に記載の医療用画像記録システム。
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【請求項３】
　前記メッセージ生成手段は、さらに、前記対処法表示に関する第３のメッセージを生成
する
　ことを特徴とする請求項２に記載の医療用画像記録システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、内視鏡システム等の医療用画像撮像装置で撮像される画像を圧縮記録する医療
用画像記録装置に関し、更にシステムエラーなどのメッセージ通知機能を備える医療用画
像記録装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、内視鏡システムなどの医療用画像撮像装置には、該装置のシステムエラー、動
作状態などを該装置に接続するモニタに表示し、利用者である医師などに通知する機能が
備わっていた。
【０００３】
図１１に従来のシステム構成を示す。医療用画像撮像装置である内視鏡システム１２には
スコープ１３が備えられており、患者の体に挿入される。内視鏡システム１２による画像
は常時モニタ１４に映し出される。尚、モニタ１４は内視鏡システム１２に直接接続する
。また、画像を記録したい場合には、利用者によるレリーズ（静止画像を記録すること）
指示により、内視鏡システム１２に接続する画像記録装置１１により画像の保存が行われ
る。図１１には、画像記録装置１１の画像圧縮部１１１で画像を圧縮し、サーバ１５に画
像を保存するシステム構成を示した。この構成の場合、ＬＡＮネットワーク１７に接続す
る端末１６からサーバ１５に保存される画像を閲覧することが可能となる。しかし、特に
ネットワーク、サーバ等を含まず、画像記録装置１１内のデータベース（不図示）に画像
を保存する従来システムも存在する。
【０００４】
上述のような構成において、内視鏡システム１２にシステムエラー等が起こると、内視鏡
システム１２からエラーメッセージ、動作状態を通知するためのメッセージ等が画像とと
もにモニタ１４に出力され、モニタ１４に該メッセージ等が表示された。なお、これらの
メッセージは、内視鏡システム１２内のソフトウェア制御により行われる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、従来システムにおけるエラーメッセージ等の表示では、メッセージ内容、表示
フォント、表示色、表示時間、表示エリアなどが内視鏡システムの機種に依存するところ
が大きく、機種が変わるとメッセージ表示形態が異なってしまい、利用者が適応するのが
困難であった。また、内視鏡システムが古い場合など、新しいメッセージを追加すること
はできなかった。すなわち、古い機種の内視鏡システム１２発売後に導入された新しい画
像記録装置１１に対応して、メッセージ、情報を追加しようとすると、内視鏡システム１
２のソフトウェアをバージョンアップするしかなく、大変手間がかかることに因る。さら
に、メッセージの文字数制限等があるため利用者に分り易い表示を行うことや、固定のメ
ッセージのため利用者の習熟度に応じた切り替え及びエラー頻度に応じたメッセージ変更
を行うことはできなかった。また、表示時間も固定のため、特に表示時間が短いメッセー
ジ等は利用者が気づく前にモニタに表示されなくなってしまい、利用者は重要なメッセー
ジを見逃してしまうことなどがあった。
【０００６】
本発明はこのような状況に鑑みてなされる発明であって、内視鏡システムの機種に依存す
ることなく統一したメッセージ表示を可能とし、また、利用者の習熟度、エラー頻度等に
応じて表示するメッセージを変更することや、表示時間の設定の変更を可能とすることで
、利用者が分り易くかつ使いやすいシステムを提供することを目的とする。
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【０００７】
【課題を解決するための手段】
上述した課題を解決するために、本発明では、内視鏡システムなどの画像撮像装置が接続
する画像記録装置がシステムエラー、動作状態に基づいてメッセージを生成し、該メッセ
ージと表示する画像とを合成して表示するようにした。
【０００８】
本発明の一態様は、内視鏡システムと接続する医療用画像記録装置であって、前記内視鏡
システム、前記画像記録装置についての動作状態、及びそれら装置間の通信状態などにつ
いて利用者に通知するためのメッセージを生成するメッセージ生成手段と、前記内視鏡シ
ステムから入力される内視鏡画像と前記メッセージ手段によって生成されたメッセージを
合成する合成手段とを備えることを特徴とする。この構成により、メッセージが内視鏡シ
ステムから直接モニタに表示されるのではなく、画像記録装置にてメッセージの生成、該
メッセージと画像との合成が行われてからモニタ表示が行われるため、内視鏡システムが
変更されてもメッセージの表示形態が変更されることがなくなる。
【０００９】
更に、本発明の一態様は、上述の医療用画像記録装置の各手段に加えて、メッセージの表
示に関する設定を登録する設定登録手段を備えることを特徴とする。尚、メッセージの表
示に関する設定とは、簡略表示か詳細表示かの指定をすること、または、表示時間を指定
することを含むことを特徴とする。この構成により、利用者の習熟度、エラー頻度等に応
じて表示するメッセージを変更することや、表示時間の調整が可能となる。
【００１０】
本発明によれば、利用者が分り易くかつ使い易い内視鏡システムを提供することが可能と
なり、利用者の作業効率を上げることになる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら説明する。
図１に本発明第１の実施例を示す。全体的なシステム構成は図１１に示した従来のシステ
ム構成とほぼ同様であるため、同一部分については説明を省略する。相違点は、内視鏡シ
ステム１２とモニタ１４が画像記録装置１１を介して接続するようになっている点、また
、画像記録装置１１がメッセージ生成部１１２、合成部１１３、設定登録部１１４、操作
パネル１１５を備える点である。
【００１２】
画像記録装置１１内のメッセージ生成部１１２は、内視鏡システム１２や画像記録装置１
１のシステムエラーや該装置の動作状態などに基づいて表示するメッセージを生成し、合
成部１１３に出力する。合成部１１３は、内視鏡システム１２から入力される内視鏡画像
と生成されたメッセージを合成し、モニタ１４に出力する。設定登録部１１４は、表示に
関する設定を登録するための処理を行う部分で、操作パネル１１５により入力された設定
に基づいて該設定を登録保存し、該設定をメッセージ生成部１１２、合成部１１３に反映
させる。尚、表示に関する設定とは、例えばメッセージの表示を簡略的な表示にするのか
、詳細に表示するのかを指定をすることであったり、メッセージ表示時間を指定すること
であったりする。さらにメッセージの表示を詳細に表示するということを指定した場合に
、例えばシステムエラーから復帰するために利用者がどのような対処を行えばよいのかと
いう、補足的なメッセージを更に表示するように構成するようにしてもよい。また、操作
パネル１１５は、キーボードやタッチパネル等の入力手段で実現される。
【００１３】
図１のような構成をとることにより、画像記録装置にてメッセージの生成、該メッセージ
と画像との合成が行われてからモニタ表示が行われるため、内視鏡システムが変更されて
もメッセージの表示形態が変更されることがなくなる。また、設定登録部１１４を備える
ことにより、利用者の習熟度、エラー頻度等に応じて表示するメッセージを変更すること
や、表示時間を調整することが可能となる。
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【００１４】
図１においては、画像記録装置１１と内視鏡システム１２はそれぞれ１台ずつ接続する構
成を示したが、これに限定されることなく、画像記録装置１１に異なる機種、複数台の内
視鏡システム１２が接続する形態であってもかまわない。従来このような構成をとると、
使用する内視鏡システム１２を切り替えると表示されるメッセージ形態も変更されたが、
本発明によれば表示されるメッセージ形態は統一されるため、利用者は特に機種の切り替
えを意識することなくシステムを利用することが可能である。
【００１５】
また、図１では、サーバ１５と画像記録装置１１がネットワークを介して１台ずつ接続す
る構成を示したが、ＬＡＮネットワーク１７に接続する画像記録装置１１が複数台接続す
る構成でも構わないし、または画像記録装置１１が特にネットワークに接続せず、スタン
ドアロンで、画像の保存は画像記録装置１１内のデータベース（不図示）に行われる構成
でも構わない。画像記録装置１１がネットワーク接続するか否かは本発明に特に影響する
ことではなく、そのシステムを使用する状況に合わせて構成されるものである。
【００１６】
次に、図２に本発明第２の実施例を示す。全体的なシステム構成は図１に示した第１実施
例のシステム構成とほぼ同様である。相違点は、モニタ１４が内視鏡システム１２に直接
接続する点である。
本実施例のシステム動作は以下のようである。画像記録装置１１内のメッセージ生成部１
１２は、内視鏡システム１２や画像記録装置１１のシステムエラーや該装置の動作状態な
どに基づいて表示するメッセージを生成し、合成部１１３に出力する。合成部１１３は、
内視鏡システム１２から入力される内視鏡画像と生成されたメッセージを合成し、合成し
た映像信号を内視鏡システム１２に出力する。そして、内視鏡システム１２からモニタ１
４に該映像信号が出力され、モニタ１４に表示される。本構成は、内視鏡システム１２や
モニタ１４等が旧式で、従来のハードウェア接続関係を変更できない場合などに有効であ
る。
【００１７】
図２のような構成においても、画像記録装置にてメッセージの生成、該メッセージと画像
との合成が行われてからモニタ表示が行われるため、内視鏡システムの機種に依存してメ
ッセージの表示形態が変更されることがなくなる。
上述のように第１、第２の実施例について説明したが、それぞれの実施例はハードウェア
的な接続関係が多少異なるだけで、システム動作等については同一であるので、以下は二
つの実施例に共通する説明とする。
【００１８】
図３に、本発明の画像記録装置１１を構成する情報処理装置（コンピュータ）を示す。情
報処理装置は、各種動作制御を行うＣＰＵ３１、制御用プログラム等を記憶しておくＲＯ
Ｍ３２、動作時のワーキングメモリとなるＲＡＭ３３、内視鏡システム１２からの画像を
一旦格納するＶ－ＲＡＭ３４、内視鏡システムとの間で画像信号等を送受する通信インタ
フェース（通信Ｉ／Ｆ）４０、ネットワークとの間でデータや命令等の信号を送受するネ
ットワークインタフェース（ネットワークＩ／Ｆ）３７、画像信号の圧縮処理を行う画像
圧縮ＬＳＩ３９、サーバ１５に送られるべき圧縮画像データを記憶する不揮発性記憶手段
としてのフラッシュメモリ３８、操作パネル、キーボードなどの入力装置からの入力また
は可搬型の記録媒体（例えばフレキシブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ，ＤＶＤ－ＲＯＭ，Ｍ
Ｏディスク等）の読出し装置からの入力を受信し処理する入力部３５、モニタなどの表示
装置等に表示データを出力する、またはプリンタ等の印刷装置に印刷データを出力する出
力部３６を備えて構成され、これらがバスライン３０によって接続されている。
【００１９】
上述の画像記録装置１１の画像圧縮部１１１、メッセージ生成部１１２、合成部１１３、
設定登録部１１４は各種制御プログラムとしてＲＯＭ３２に格納されており、ＣＰＵ３１
によってＲＡＭ３３、Ｖ－ＲＡＭ３４等のメモリ及び画像圧縮ＬＳＩ３９等を用いて実行
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される。
【００２０】
画像圧縮部１１１は、ＣＰＵ３１が画像圧縮ＬＳＩ３９を用いて画像を圧縮する処理を行
うが、従来装置における処理と変わらないのでここでは説明を省略する。
以下、メッセージ生成部１１２、合成部１１３、設定登録部１１４の各処理部について説
明をするが、説明をし易くするために、まず、本実施例におけるモニタのメッセージ表示
、設定画面等について具体的な例を示し、それに基づいてそれぞれの処理部について述べ
ることにする。
【００２１】
図４に、モニタ１４における内視鏡画像及びメッセージの表示例を示す。
モニタ上部に検査する患者の情報である、ＩＤ　Ｎｏ．４１、名前４２、性別４３、年齢
４４、生年月日４５などが表示される。また、内視鏡システム１２で撮影される内視鏡画
像４９が常に表示されている。モニタ下部にメッセージエリア１（４６）、メッセージエ
リア２（４８）、メッセージエリア３（４７）示されているが、ここにシステムから利用
者に通知したいメッセージが表示される。それぞれ、メッセージエリア１には従来表示さ
れていた程度のメッセージが、メッセージエリア２には詳細なメッセージが、メッセージ
エリア３には詳細表示をする場合にシステムエラー復帰法などを示すメッセージが、表示
される。
【００２２】
図５、図６に具体的なメッセージ例を示す。
図５は、メッセージエリア１及びメッセージエリア２に表示されるメッセージの例を示し
たものである。例えば、システムの動作状態が「患者ＩＤ、患者名・生年月日入力時」の
場合、エリア１には「検索中です」と表示されるが、これだけではシステムに不慣れな利
用者には何を検索しているのかよくわからない。そこで、“詳細表示”を設定しておくと
（設定の仕方については後述する）エリア２には「患者情報を確認しています。しばらく
お待ちください。」と表示されるのである。同様に、システム動作状態が「ネットワーク
からの設定ロード中」の場合、エリア１には「設定を取得しています」、エリア２には「
設定データを受信しています。しばらくお待ちください。」が表示され、システム動作状
態が「ＩＤ入力無しで記録したとき」、エリア１には「ＩＤ入力されていませんでした」
、エリア２には「仮ＩＤを発行します。仮ＩＤ：XXXXXX」が表示され、動作状態が「検査
終了時」の場合、エリア１には「未登録の画像がXX枚あります。」、エリア２には「しば
らくお待ちください。登録完了枚数XX枚」が表示され、動作状態が「取り込み画像でバッ
ファがいっぱいになったとき」、エリア１には「画像がいっぱいになりました」、エリア
２には「画像を登録中です。しばらくおまちください。」が表示され、動作状態が「ＩＤ
等の検査結果で該当無しのとき」、エリア１には「そのＩＤの患者情報はありません」、
エリア２には「他の項目を入力してください」が表示され、動作状態が「予約された検査
を受けたとき」、エリア１には「予約検査です」、エリア２には「患者情報を確認してく
ださい。検査項目：XXXXXX,検査種別：XXXXX」が表示され、動作状態が「検査結果有りの
とき」、エリア１には「患者情報が登録されていました」、エリア２には「患者情報を確
認してください」が表示される。このように、動作状態などに合わせて、利用者に通知す
るメッセージについて、詳細にメッセージを表示するように設定がなされていると、エリ
ア１に表示するメッセージを補足する内容がエリア２に表示される。
【００２３】
更に、図６に、メッセージエリア２及びメッセージエリア３に表示されるメッセージの例
を示す。例えば、システムの動作状態が「通信エラー（途中で切れた）」場合、エリア２
には「通信が切れました」と表示されるが、利用者としては通信が切れたことがわかった
だけでは対処のしようがない。利用者としては通信を回復し検査等の作業を続行したいわ
けだから、どのような対処を施せばよいかを指示してくれると大変ありがたいことになる
。そこで、“エラー復帰の対処法表示”を設定しておくと（設定の仕方については後述す
る）、エリア３に「検査は継続できます。XX通信ケーブルを確認してください。」と表示



(6) JP 4225833 B2 2009.2.18

10

20

30

40

50

されるのである。これにより、利用者は通信ケーブル等を確認し、早期にエラー復帰をす
ることができるようになる。同様に、動作状態が「通信エラー（最初から通信がない）」
場合、エリア２には「通信できません」、エリア３には「XX通信ケーブル、設定を確認し
てください」と表示され、動作状態が「設定エラー」の場合、エリア２には「XX設定エラ
ーです」、エリア３には「XX設定を確認してください」が表示され、動作状態が「映像信
号未入力」の場合、エリア２には「映像信号がありません」、エリア３には「XX映像ケー
ブル接続を確認してください」が表示され、動作状態が「患者データエラー」の場合、エ
リア２には「患者データエラーです」、エリア３には「XXの項目を入力してください」が
表示され、動作状態が「故障」の場合、エリア２には「XX故障です」、エリア３には「電
源を切り、サービスセンターにご連絡ください」が表示される。このように、システムの
エラー発生時にシステムエラーを通知するメッセージを表示する際に、エラー復帰の対処
法を表示するように設定がなされていると、エリア３に対処法を指示するメッセージが表
示され、利用者のエラー復帰のための作業の支援が行われる。
【００２４】
尚、図４に示した表示例において、メッセージエリア２およびエリア３が表示されている
例を示したが、“詳細表示”が設定されていなければメッセージエリア２及びエリア３は
表示されず、また“詳細表示”が設定されている場合でも“対処法表示”が設定されてい
なければメッセージエリア３は表示されず、その部分には内視鏡画像が表示されることに
なる。
【００２５】
次に、“詳細表示”及び“エラー復帰の対処法表示”の設定について図７を用いて説明す
る。
表示のための設定処理は、画像記録装置１１の設定登録部１１４によって行われるもので
ある。まず、操作パネル１１５またはキーボードなどから、設定のためのメンテナンス画
面を表示するための入力がなされると、設定登録処理部１１４は、図７に示すような画面
を表示する。図７において、矩形７１で囲まれた部分はメッセージの表示について設定を
する部分で、矩形７２は画像記録装置の記録に関する情報を示す部分、矩形７３は通信切
り替え制御について設定・表示を行う部分、矩形７４は、映像信号の切り替え制御を行う
部分、矩形７５は画像記録装置自身の情報（シリアル番号など）を表示する部分である。
矩形７１以外は、本発明には特に必要ではないので、ここでは説明は省略する。図７下部
の矩形７６に示すように、利用者は操作パネル１１５もしくはキーボードなどの↑、↓、
→、←、エンターキー、メニューキー等を用いて、図７には不図示のカーソルを設定した
い項目に移動させ、設定の変更等を行う。
【００２６】
矩形７１中の、項目「メッセージ表示」について、メッセージを詳細に表示させたい場合
は図のように「詳細」を指定する。簡略的な表示でよい場合は「簡略」を指定する。ここ
で、「詳細」を指定した場合は、メッセージが表示される場合に上述のメッセージエリア
２にメッセージエリア１を補足する内容が表示されるようになる。同様に、項目「対処法
表示」について、対処法を表示させたい場合は図のように「ＯＮ」を指定する。表示させ
なくてよい場合は「ＯＦＦ」を指定する。ここで、「ＯＮ」を指定した場合は、上述のメ
ッセージエリア３にエラー復帰するための指示が表示されるようになる。項目「表示時間
」については、利用者が自分に適した時間を数字等で指定する。その他、項目「フォント
」、「フォントサイズ」、「フォントカラー」、「表示位置」等については、メッセージ
の表示について利用者が自分に適した文字や文字の大きさ、色、メッセージの表示位置な
どを設定することができる。
【００２７】
利用者が設定の終了を入力すると、設定登録部１１４は、図３に不図示のハードディスク
等のデータを記録するところに該設定を記録する。この設定データは、必要に応じて図３
のＲＡＭ３３に読み出され、使用される。
以上、図７を用いて“詳細表示”、“エラー復帰の対処法表示”の設定について説明した
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が、これらの設定については特に図７のような設定画面で設定をしなくても、操作パネル
１１５等に「表示切替」キーなどを設け、このキーをＯＮ，ＯＦＦすることで、図４のよ
うな内視鏡画像とメッセージ表示中に表示されているメッセージを詳細表示にするか否か
を切り替えられるように構成してもよい。この場合、設定登録部１１４は、メッセージ生
成部１１２、合成部１１３に切り替え指示を通知し、メッセージ生成部１１２、合成部１
１３が切り替え後の画像を再度生成し、モニタ１４に出力することになる。この構成によ
れば、利用者は患者の検査中などにわざわざ設定画面に切り替えをせずに、表示を切り替
えることができるので、作業効率を上げることができる。
【００２８】
さて、次にメッセージ生成部１１２の基本的な処理の流れについて図８を用いて説明する
。
まず、Ｓ８１でシステムエラーの発生、利用者に通知しなければならないメッセージの発
生が発生すると、Ｓ８２でメッセージの表示について“詳細表示”が設定されているか否
かを判断する。“詳細表示”が設定されていない場合（Ｎ）は、Ｓ８４に進み、メッセー
ジエリア１に該当するメッセージを生成し、Ｓ８８に進む。Ｓ８２で、“詳細表示”が設
定されている場合（Ｙ）は、Ｓ８５に進み、メッセージエリア１及びメッセージエリア２
に該当するメッセージを生成し、Ｓ８６に進む。更にＳ８６では、“対処法表示”が設定
されているか否かを判断する。“対処法表示”が設定されていない場合（Ｎ）は、Ｓ８８
に進む。Ｓ８６で“対処法表示”が設定されている場合（Ｙ）は、Ｓ８７に進み、メッセ
ージエリア３に該当するメッセージを生成し、Ｓ８８に進む。Ｓ８８では、設定登録部１
１４により設定された、表示に関する設定を反映し、メッセージ画像を生成し、合成部１
１３に出力し、処理を終了する。
【００２９】
そして、合成部１１３の基本的な処理の流れは図９のようである。
Ｓ９１で内視鏡システム１２から出力される内視鏡画像を受信し、Ｓ９２で、前記メッセ
ージ生成部１１２で生成されたメッセージ画像を受信する。そして、Ｓ９３で、二つの画
像を合成し、Ｓ９４でモニタ１４に出力する。この出力する際は、設定登録部１１４で設
定されているメッセージ表示時間を反映してメッセージを表示する時間を制御する。
【００３０】
設定登録部１１４についての基本的な処理については、図７の“詳細表示”及び“エラー
復帰の対処法表示”の設定の説明において触れたので、特にフロー等は図示しない。図７
の記述を参照とする。
以上のように、本発明の画像記録装置１１の処理について説明した。
【００３１】
尚、以上までに説明したメッセージ生成部１１２、合成部１１３、設定登録部１１４の各
種処理は図３のＲＯＭ３２に記憶された制御プログラムがＣＰＵ３１に実行されることに
よって実現されるが、制御プログラムをコンピュータで読取可能な記録媒体に記録させ、
その制御プログラム記録媒体からコンピュータに読み出させて実行させることによって本
発明を実施することも可能である。
【００３２】
記録させた制御プログラムをコンピュータで読み取ることの可能な記録媒体の例を図１０
に示す。同図に示すように、記録媒体としては、例えばコンピュータ１０１に内蔵若しく
は外付けの付属装置として備えられるＲＡＭもしくはＲＯＭまたはハードディスク装置な
どのメモリ１０２、あるいはフレキシブルディスク、ＭＯ（光磁気ディスク）、ＣＤ－Ｒ
ＯＭ，ＤＶＤ－ＲＯＭなどといった可搬型記録媒体１０３等が利用できる。また、記録媒
体は通信回線１０４を介してコンピュータ１０１と接続される、プログラムサーバ１０５
として機能するコンピュータが備えている記憶装置１０６であってもよい。この場合には
制御プログラムを表現するデータ信号である搬送波を変調して得られる伝送信号を、プロ
グラムサーバ１０５から伝送媒体である通信回線１０４を通じて伝送するようにし、コン
ピュータ１０１では受信した伝送信号を復調して制御プログラムを再生することで当該制
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御プログラムを実行できるようになる。
【００３３】
その他、本発明は、上述した実施形態に限定されることなく、本発明の要旨を逸脱しない
範囲内で種々の改良・変更が可能である。
（付記１）　撮像した内視鏡画像を出力する内視鏡システムと接続する医療用画像記録装
置であって、
メッセージを生成するメッセージ生成手段と、
前記画像撮像装置から入力される前記内視鏡画像と前記メッセージ生成手段によって生成
されたメッセージを合成する合成手段と、
を備えることを特徴とする医療用画像記録装置。
【００３４】
（付記２）　付記１記載の医療用画像記録装置であって、
前記メッセージは、前記内視鏡システムや前記医療用画像記録装置の動作状態、及びそれ
ら装置間の通信状態についての少なくとも一方を利用者に通知するための情報を含むこと
を特徴とする医療用画像記録装置。
【００３５】
（付記３）　付記１または２記載の医療用画像記録装置であって、
前記メッセージの表示に関する設定を登録する設定登録手段を更に備えることを特徴とす
る医療用画像記録装置。
（付記４）　付記３記載の医療用画像記録装置であって、
前記メッセージの表示に関する設定は、簡略表示か詳細表示かの指定を含むことを特徴と
する医療用画像記録装置。
【００３６】
（付記５）　付記３記載の医療用画像記録装置であって、
前記メッセージの表示に関する設定は、表示時間の指定を含むことを特徴とする医療用画
像記録装置。
（付記６）　付記４記載の医療用画像記録装置であって、
前記簡略表示か詳細表示かの指定は、メッセージ表示中にキー入力、スイッチ等で切り替
えることを特徴とする医療用画像記録装置。
【００３７】
（付記７）　付記４記載の医療用画像記録装置であって、
前記メッセージ表示に関する設定は、前記詳細表示を指定した場合に、該詳細表示を補足
する説明を表示するか否かの指定を含むことを特徴とする医療用画像記録装置。
【００３８】
（付記８）　撮像した内視鏡画像を出力する内視鏡システムと接続する医療用画像記録装
置におけるモニタ表示情報の生成方法であって、
メッセージを生成し、
前記内視鏡システムから入力される内視鏡画像と前記メッセージを合成して前記表示情報
を生成する、
ことを特徴とする方法。
【００３９】
（付記９）　撮像した内視鏡画像を出力する内視鏡システムと接続する医療用画像記録装
置を構成するコンピュータに実行させるプログラムであって、
メッセージを生成するステップと、
前記内視鏡システムから入力される前記内視鏡画像と前記メッセージを合成して表示情報
を生成するステップと、
をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【００４０】
【発明の効果】
以上詳細に説明したように、本発明によれば、モニタ等の表示装置に表示されるメッセー
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ージの表示に関する設定により、利用者の習熟度、エラー頻度等に応じて表示するメッセ
ージを詳細表示にするか否かの設定を行うことや、メッセージ表示時間の調整を行うこと
が可能となる。これにより、装置利用者の作業効率を上げることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明第１実施例を示す図である。
【図２】本発明第２実施例を示す図である。
【図３】画像記録装置を構成する情報処理装置を説明する図である。
【図４】モニタの表示例を示す図である。
【図５】メッセージエリア１及びエリア２の表示例を示す図である。
【図６】メッセージエリア２及びエリア３の表示例を示す図である。
【図７】メッセージ表示の設定画面例を示す図である。
【図８】メッセージ生成部のフローを示す図である。
【図９】合成部のフローを示す図である。
【図１０】記録させた制御プログラムをコンピュータで読み取ることの可能な記録媒体の
例を示す図である。
【図１１】従来のシステム構成を示す図である。
【符号の説明】
１１　　　　　　　画像記録装置
１２　　　　　　　内視鏡システム
１３　　　　　　　スコープ
１４　　　　　　　モニタ
１５　　　　　　　サーバ
１６　　　　　　　端末
１７　　　　　　　ＬＡＮ
１１１　　　　　　　　　画像圧縮部
１１２　　　　　　　　　メッセージ生成部
１１３　　　　　　　　　合成部
１１４　　　　　　　　　設定登録部
１１５　　　　　　　　　操作パネル
３０　　　　　　　バス
３１　　　　　　　ＣＰＵ
３２　　　　　　　ＲＯＭ
３３　　　　　　　ＲＡＭ
３４　　　　　　　Ｖ－ＲＡＭ
３５　　　　　　　入力部
３６　　　　　　　出力部
３７　　　　　　　ネットワークＩ／Ｆ
３８　　　　　　　フラッシュメモリ
３９　　　　　　　画像圧縮ＬＳＩ
４０　　　　　　　通信Ｉ／Ｆ
１０１　　　　　　　　　コンピュータ
１０２　　　　　　　　　メモリ
１０３　　　　　　　　　可搬型記録媒体
１０４　　　　　　　　　通信回線
１０５　　　　　　　　　プログラムサーバ
１０６　　　　　　　　　記憶装置
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